宇城市公共交通連携協議会　議事録
日時：平成２２年８月３０日　１４時～

場所：宇城市役所　新館　第２会議室　
１　開会
２　会長挨拶

３　議事

◎議事の前に運輸支局より地域公共交通活性化・再生総合事業についての説明
（意見）
委員）連携計画の計画期間は４年になるのか？

運輸支局）計画策定の調査事業は１年、実証運行等は３年の補助期間となるが、連携計画の期間は特に定められていない。

・平成２２年度　予算（案）について
　⇒原案どおり承認
・宇城市公共交通連携計画策定調査事業における業務委託（案）について
　⇒原案どおり承認

・分科会の設置（案）について

　⇒原案どおり承認

（意見）

運輸支局）交通再編分科会に地域公共交通会議の機能を付する場合は、バス労組、運輸支局、国道・県道の道路管理者がメンバーとして必要となる。

事務局）指摘事項については、分科会に地域公共交通会議の機能を付することも含めて検討したい。

・宇城市における公共交通の現状について

（意見）

豊野地区）朝夕のバスの便数は問題ない。昼間が少ないので、不便。地域内を走るコミュニティバスなどの公共交通が欲しい。
三角地区）山間地は高齢化が進んでいるので、乗合タクシーの導入を希望。

松橋地区）市街地は問題ない。沿岸部はバス路線から遠く、バス停まで２キロ強の地区もあるので、乗合タクシーが欲しい。

小川地区）海東地区には乗合タクシーが運行しているが、定時定路線のミニバスの運行を希望。

九州産交）産交グループとして合理化を進めている。できるだけ利用者ニーズに沿うように努力したい。

産交）交通空白地への路線バスの導入は難しいので、乗合タクシーなどの小型車両とバスなどの大型車両とに分けて検討してほしい。
熊本バス）できるだけ利用者ニーズに沿うように努力したい。

事務局）地区代表者の意見は交通再編分科会で検討したい。
３　その他
　今後のスケジュールについて
４　閉会

